
 

                 

月並みですが、目に青葉山杜鵑初鰹の五月。気候もよくて、空気もさわやか、野山の緑や

花々が美しく、春野菜やお魚のおいしい季節ですね。 
世の中の景気も、早く五月の空のようにすっきりしてほしいですよね。 
さて、五月の「占出山町だより」を、早速お届けいたしましょう！ 

 
５月号目次 
☆働き方が変わったら気をつけて！（３号から１号へ） 
☆新入社員の疑問！「試用期間ってどういう期間？」 

 

☆働き方が変わったら気をつけて！ 
 ４月号では国民年金の第３号の届出を忘れていたり、届けていなかった期間を大幅に過

去にさかのぼって被保険者期間に加えることができるようになった制度についてご説明

しましたところ、「３号ってなんなん？」というご質問をいただきました。 
国民年金の１，２，３号という種別についての詳しいお話は、また次号以降の「占出山

町だより」で詳しくお話いたしますので、ここでは３号のことを簡単にご説明します。

国民年金の第３号被保険者は、サラリーマンや公務員、私立学校の教職員の配偶者（勿

論、男女どちらでも条件に合えば該当します）で、働いていても年収、働いている時間、

日数が一定以下であれば、夫または妻の勤め先に届け出ることで、第３号被保険者とな

ることができます。第３号の被保険者期間は、届け出をすれば、自分で国民年金の保険

料を払わなくても、払った期間として記録に残るお得な期間です。 
しかし、第３号が１，２号に変更になり、自分で保険料を支払わなければいけない場合

もあります。ここで、しっかり種別の変更届を出さないと、未納期間となって将来の年

金額に影響したり、受け取れなくなる場合もあるので要注意です。 
わかりやすい例としては、夫（６０歳以下）が会社を退職、喫茶店を開業。この場合、

夫は厚生年金保険の被保険者（国民年金第２号被保険者）から個人事業主（国民年金第

１号被保険者）となりますので、市区町村で国民年金の加入手続きをして保険料を支払

うことになります。それでは、その妻（６０歳以下）は、第１号の被扶養配偶者？いえ

いえ、妻も今度は第１号被保険者となり自分の国民年金保険料を支払うこととなります。 
次は、夫が６０歳で定年退職。年金ももらえて悠々自適。５６歳の妻は、ほっと一息。 

（裏面へ続く！） 



いえいえ、夫が退職→被扶養配偶者でなくなる→第３号被保険者でなくなる→自分で 
国民年金の加入手続きをして国民年金第１号になる必要あり！なのです。 
そうしないと、妻が６０歳になるまでの４年間が未加入・未納期間となり、４年間未納

で６５歳からの老齢基礎年金額が年額約 79,000円減額となります。（平成１７年度価額）。 
上の２件の例は、当然夫が妻の被扶養配偶者の場合も同じです。 
配偶者の働き方が変わったら、公的年金も変わる場合が多いので、気をつけましょうね。 

西尾雅枝社会保険事務所では、年金のご相談をお受けしています。 
年金を基礎にしたライフプランの作成など、何でも承ります。 
また、お忙しい方のために社会保険事務所への確認代行も１時間 1,000円（交通費別）
でお引き受けしています。お気軽にご相談下さい。 

☆試用期間ってどんな期間？？ 
 ４月から社会に出た皆様、転職なさった皆様、お仕事は順調ですか？ところで、皆様の

中に「試用期間中」の方がいらっしゃると思います。 
「試用期間」は、採用時の面接や試験だけでは判断しかねる仕事の能力や適性、協調性

などを実際に職場で働いて、その勤務態度や状態から総合的に判断するための期間です。 
会社によっては、試用期間中の給料を時給制や日給月給制にしたり、この期間中は本採

用後の労働条件とは違う基準を定めている場合もあります。 
試用期間中に、注意されているのに遅刻を何回も繰り返したり、無断欠勤をたびたびす

るなど勤務態度に問題ありとなれば、本採用の拒否（解雇）ということもありえます。 
会社の就業規則にも、試用期間のことが書いてありますので、一度読んでみてください。 
事業主の皆様も試用期間中は、本採用ではないから、自由に解雇できる、労働保険や社

会保険の手続きはしなくていい、というわけではないのでご注意ください。 
試用期間の 15日目からは、事業主には解雇予告、解雇予告手当の支払いの義務が労働基
準法で定められています。 
どんなことでも、どんなときでも、お気軽にご相談ください。 

社会保険労務士・年金コンサルタント＆ファイナンシャルプランナー 
西尾 雅枝 

                

 

電話＆ファクス(075)241-4586      メールm-nishio@kjd.biglobe.ne.jp 

営業時間  午前９時～午後５時３０分（日曜・祝日定休日） 

〒604-8155 京都市中京区錦小路通室町東入る 占出山町３０８ 

ヤマチュウビル２階 Ｎ１０ 

    阪急京都線「烏丸駅」、市営地下鉄「四条駅」 

    四条烏丸バスターミナルからいずれも徒歩２分 


